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「休暇が取れる」、「給与が良く」、「希望が持てる」 建設現場を目指す！

誇り・魅力・やりがいプロジェクトの概要

「危険・きたない・きつい」からの脱却

取組事例（工事銘鈑と技術者）

国土交通省
関東地方整備局HPより

長野県 上高地トンネル

銘板 裏面

○検討委員会のメンバー（案）
i-Construction推進コンソーシアム企画委員会委員、
有識者、建設関連団体、報道、教育機関、国土交通省等

○主なテーマ
・参加者からの「やりがい」向上の取組み事例の紹介
・建設現場で働く人々や企業等の広報の拡充
・今後の取組み等 ※第1回検討委員会11月開催予定

i-Constructionの取組として、建設現場の生産性向上と魅力ある建設現場の創出に向け、UAVやICTなど先端
技術を導入し省人化・効率化を図る、様々な施策を展開しています。

建設分野で働く人々は、我が国の経済発展の根幹であるインフラ整備や、災害時の復旧活動による地域の
安全・安心の確保など、重要な役割を担っています。

これまでも、関連団体や発注機関等において、功績に対する表彰や工事銘板への名前の刻銘、現場で働く
若手や女性職員のスピリッツの紹介など、広く一般の方々の認識を高めるとともに、仕事の魅力・人々のや
りがい向上につながる取組が行われています。
「やりがいの向上」や「魅力の発信」等を目的に、検討委員会を設置して、関係者間の連携を図り、建設分野
における更なる取組の強化と新たな取組を促進していきます。


